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中小企業倒産防止共済の前払掛金

Q:当社は、中小企業倒産防止共済法に基

づく共済契約を締結しようと考えています。

掛金については、1年分を一度に払い込むつ

もりですが、1年分の掛金を払込時の損金と

することができるのでしょうか。

ヱヘ：前納期間が1年以内のものは、支払時

の損金とすることが認められます。

【解説】

法人が、長期にわたって使用され、又は運

用される基金に係る負担金又は掛金で一定の

ものを支出した場合には、その支出した金額

は支出時の事業年度の損金の額に算入される

ことになっています。

中小企業倒産防止共済事業に係る基金に充

てるための共済契約に係る掛金も上記の掛金

に該当します。

また、中小企業倒産防止共済法の規定によ

る共済契約を締結した法人が、前納した共済

契約に係る掛金のうち、その前納期間が1年

以内であるものについてはその支出時の損金

として処理することを認めることとし、その

他のものについては前払金として処理するこ

ととして取り扱われています。

前納期間が1年以内の掛金についてその支

出時の損金として処理することを認めるとい

う取扱いは、前納の期間が1年以内のものに

限り掛金の割引制度が設けられていること、

更には、前払費用の額で1年以内に役務の提

供を受けるものについては、その支出時の損

金とすることができるものとされていること

などを考慮して認められているものです。


